
 

いじめを生まない土壌づくりに努めます 

児童生徒の主体的な活動を促し、児童生

徒のコミュニケーション技術を向上させ、

よりよい人間関係づくりができる力を育て

ていきます。 

 

 

いじめ対策の日常的な対策を強化します 

各学校におけるアンケートや面談の実

施、相談箱の設置、いじめの事例検討など、

いじめの未然防止・早期発見・早期解決に

向けた対策の強化を図ります。 

 

市内いじめ等対策主任者会での

研修、いじめ対策の情報交換、事

例検討などを通して、各学校のい

じめの未然防止・早期発見・早期

解決の力を高め 

ていきます。 

 

 

 
  

 

広報紙「よりよいかかわりを求めて」は、一宮市や各学校で取り組んでいるいじめ対策に

ついて、保護者の皆様に知っていただき、力を合わせて安心・安全な学校をつくっていくこ

とをねらいとしています。 

教員の指導力向上を目指し、いじめ等対策主任者会を開催しました 

５月２０日（金）第１回いじめ等対策主任者会を開催しました。一宮市教育委員会から、

実際の事例を取り上げながら、いじめの定義と認知についての確認や、未然防止・早期発見

や校内情報の共有、組織による早期対応等の重要性について指導がありました。また、本年

度の一宮市におけるいじめ対策の活動基本方針に基づき、いじめ対策推進委員会の調査部、

広報・研修部、子ども支援部から年間活動計画が示されました。今後は、いじめ対策推進委

員会が中心となり、市内の小中学校に働きかけていきます。 

 

次のような活動に重点的に取り組んでいきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一宮市いじめ対策推進委員会

令和４年度 夏号 

笑顔で登校できる学級・学校づくりをめざして 
～人と人とのよりよいかかわりを求めて～ 

いじめ対策の研修会を実施する

など、適切な指導ができるように

努めます。 

裏面もご覧ください。 

夏休みに子どもたちと考えてみませんか？ 

相談先は、学校だけでなく、 

各相談機関もあります。 

別紙の相談窓口一覧を参考に 

して、ご利用ください。 

 

 



 

 
１ 「自分と相手とのちがい」 

   ①友達からメッセージアプリで言われて「いやだな」と感じるものを１つ選びましょう。 

  家族の意見を聞いてみましょう。同じでしたか？ちがいましたか？理由も聞いてみましょう。 

 

  ②友達からされて「いやだな」と感じる順に番号をつけてみましょう。 

家族の意見を聞いてみましょう。同じでしたか？ちがいましたか？理由も聞いてみましょう。 

 

２ 自分の気持ちの伝え方について考えよう 

学校の友達でメッセージアプリ上のグループを作りました。Ａ子さんは 

Ｂ子さんから右の写真のぬいぐるみをもらい、うれしい気持ちをグループ 

内の友達に伝えようとメッセージを送りました。 

ある日、Ａ子さんは突然グループから仲間外れにされました。 

なぜ、Ａ子さんは仲間外れになったのでしょう。Ａ子さんが送信した右

のメッセージ画面を見て考えてみましょう。 

 

「かわいくない」のメッセージのとらえ方は人それぞれです。ぬいぐるみをプレゼントしてく

れたＢ子さんがどう思うかを考えて、A子さんはうれしい気持ちが伝わる工夫をすることが大

切ですね。あなたならどう伝えますか？ 

 

いじめのサイン チェック表 

 

【朝 登校前】 

□ 朝起きてこない。布団からなかなか出てこない。 

□ 朝になると体の具合が悪いと言い、学校を休み 

たがる。 

□ 遅刻や早退が増えた。 

□ 食欲がなくなる。黙って食べるようになる。 

【夜間 就寝後】 

□ 寝つきが悪かったり、夜眠れなかったりする日が続く。 

□ 学校で使う物や持ち物がなくなる。こわれている。 

□ 教科書やノートにいやがらせの落書きをされたり、や

ぶられたりしている。 

□ 服が汚れていたり、破られたりする。 

 

【夕 下校後】 

□ ケータイ電話やメールの着信音におびえる。 

□ 勉強しなくなる。集中力がない。 

□ 家のお金を持ち出す。必要以上のお金をほしがる。 

□ 遊びの中で、笑われたり、からかわれたり、命令

されたりしている。 

□ 親しい友達が遊びに来ない、遊びに行かない。 

 

【夜 就寝前】 

□ 表情が暗く、家族との会話も少なくなった。 

□ ささいなことでイライラしたり、物にあたったりする。 

□ 学校や友達の話題がへった。 

□ 自分の部屋に閉じこもる時間が増えた。 

□ パソコンやスマホをいつも気にしている。 

□ 理由をはっきり言わないアザや傷あとがある。 

子どもたちが、だれにも相談できずにいる「いじめのこと」。言葉では伝えられなくても、「いじめ」があれば

毎日の生活の中に、これまでとちがった行動や態度などが現れます。「いじめのサイン チェック表」を使って

普段の生活とのちがいを確認してください。      政府広報（文部科学省）「いじめのサイン発見シート」参考 

夏休みに子どもたちと考えてみませんか？ 


